






環境保全   163

20 年の生物多様性保護の全般な目標、戦略任務と優先行動を打ち出した。

政府の関係部門は生物資源の効果的な保護を重視し、全国に野生植物種資源保育セ

ンターまたは遺伝子保存センターが 400 余ヵ所設立されており、千種もの野生植物の

安定した人工種群を創出した。絶滅に瀕している野生動物の救出・保護プロジェクトも

一応の成果をあげた。全国ではジャイアント・パンダ、トキなどの野生動物、鳥類の救出・

保護・繁殖センターが 250 余ヵ所設立された。『野生動物保護法』に基づき、野生動

物資源を破壊する行為は一律厳しい処罰を受けることになる。

民間における環境保全

2008 年 10 月現在、中国にはさまざまな民間環境保全組織が 3539 ある。中でも、

中華環境保全連合会は規模が最も大きく、よく知られた半官半民の環境保全組織であ

る。これらの環境保全組織は、「自動車利用削減キャンペーン」、「エアコン 26 度省エ

ネ行動」、「母なる川を保護する行動」などさまざまな環境保全キャンペーンを組織して

いる。

1991 年遼寧省盤錦市のカメラマンの劉徳天氏が「黒嘴鴎（ズグロカモメ）保護協会」

という中国初の民間環境保全組織を創設していらい、中国民間環境保全組織はすでに

20 年間の発展の道を歩んできた。中国の環境保全の隊列の中で、中国の民間環境保

全組織はますます無視できない社会的力になっている。

1991 ～ 2003 年は民間環境保全組織の創設期であると言える。1991 年 4 月 20 日、

遼寧省盤錦市の「黒嘴鴎（ズグロカモメ）保護協会」が正式に成立し、中国初の民間

環境保全組織が誕生した。1993 年の 6 月 5 日の世界環境デー（WED）にあたり、北

京の梁従誡（故人）氏らの 20 余人の環境保全ボランティアが「自然の友」という環境

保全組織を創立した。

以上の 2 つの組織のほか、こ

の時期に唐錫陽氏が「中国大学

生グリーン・キャンプ」を創立し、

若い大学生を率いて、グリーンの

道を歩むことにし、グリーン・キャ

ンプの多くのメンバーはその後中

国民間環境保全のパイオニアと

なった。楊欣氏は索南達傑（ソ

ナンダジェ）さんの行動に感動さ

水資源の大切さをアピールする人体芸術
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れ、長江の源とチベットカモシカを保護する道を歩んだ。留学して帰国した廖暁義氏は 

「北京地球村環境文化センター」を創立した。中央人民ラジオ放送局記者の汪永晨氏は

「緑家園（みどりのホーム）」を創立した。楊勇氏は数多くのボランティアたちを率いて、

民間科学者として西南地域で氷河を考察した。霍岱珊氏はボランティアたちと「淮河の

守り手」を創立した…

その後、社会の急速な発展と同時に、区域的な生態環境保全、生活消費型汚染の

深刻化などの環境問題が際立つようになり、民間環境保全関係者の言動はさまざまな

社会矛盾による紛争、特に重大な環境問題による紛争に触れ始めることになった。

この時期のメルクマールとしての出来事の 1 つは西南地域水力発電の過度開発につい

ての議論である。この議論は長く続けられてきた。各地の民間環境保全組織はさまざ

まな方式で政府部門からの質疑に答えている。この議論は中国民間環境保全組織の新

たな段階を切り開くきっかけとなり、中国の民間保護組織は社会管理に対しての監督の

職責を行使し始めた。例えば大型経済活動に対する環境アセスメント、南京紫金山地

域開発プロジェクトに対する環境アセスメントなどがそれである。

連合して強く大きくなることはこの時期の特色の 1 つであり、そのメルクマールとして

の出来事は緑色（みどり）選択連盟などが挙げられる。馬軍氏は公衆環境研究センター

を率いて、自然の友、緑家園（みどりのホーム）、北京地球村環境文化センターなどの

組織と連合して、2007 年に緑色（みどり）選択連盟を立ち上げた。そして小売商と市

民が汚染企業の生産した製品を買わないようと呼びかけ、汚染企業の製品が商品へ向

かうチェーンを断ち切り、それによって汚染企業に対する監督・管理を強化することに

エコバッグを作

る子どもたち
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なった。その後、緑色選択連盟はたえず拡大して

おり、汚染と汚染企業に対しての監督の力がより大

きくなり、社会の注目を引き起こし、中央テレビ局

（CCTV）を含む国内にかなり大きな社会的影響力

のあるメディアはいずれもこれらの汚染企業のこと

を報道し、質疑を突きつけた。

そのほか、江蘇省南京市の 8 つの民間環境保全

組織が共同で紫金山地域の生態環境の安全を保護

した。廖暁義、汪永晨氏らは北京で「エアコン 26

度省エネ行動」というキャンペーンを提唱し、この

活動は国によって受け入れられ、国の政策となった。

近年らい、民間組織は国内外の多くの重大な環

境問題をめぐって、自らの声をたえず発表し、重要

な経済活動の中での生態環境保全に関する政策決

定に積極的に参与している。

国際環境協力事業

中国は環境大国として世界の環境保全活動に積極的な姿勢で参加し、国際環境保

全事務の中で建設的な役割を果たしてきた。これまでのところ、中国は環境保全につ

いての 50 余りの国際条約に加入し、条約に定められた義務を積極的に履行している。

中国政府はあいついでオゾン層保護に関する100 余りの政策と措置を公布し、『オゾン

層破壊物質に関するモントリオール議定書』の定めた段階的削減指標をスムーズに達

成した。

中国は世界で率先して「中国の環境と発展国際協力委員会」のモデルを創設した。こ

の政府のハイレベルの諮問機構は世界の知名人と専門家 40 余人からなり、前後して中

国政府に数多くの建設的な提言を行い、国際社会で国際環境協力のモデルと見なされ

ている。

中国は地域間環境協力に積極的に参与し、それを促進し、周辺諸国を重点とする地

域協力メカニズムが一応形成されている。例えば、中日韓環境担当相会議、中国・ヨー

ロッパ環境政策担当相クラス対話会議、中国・アジア環境協力、アジア・ヨーロッパ環

境担当相会議、中国・アラブ諸国環境協力会議、上海協力機構の枠組みの下での環境

協力枠組などはいずれも積極的な進展をとげている。

環境保護活動家廖暁義さん
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中国は国連環境計画（UNEP）、

国連開発計画（UNDP）、地球環

境基金、世界銀行、アジア開発

銀行（ADB）などの国際機構と

望ましい協力関係を保っており、

効果的な協力を展開している。

中国はアメリカ、日本、ロシアな

どの国と二国間環境保全取り決

めまたは了解覚書に調印し、EU、

ドイツ、カナダなどの国や国際機

構と二国間無償援助の下で環境

保全の多くの分野で協力を行っ

ている。

世界自然保護基金（WWF）や

国際動物愛護基金（IFAW）など

の各国の民間環境保全機構は、

中国の関係部門や民間機構とい

くつかの分野で協力を展開し、

素晴らしい成果をあげている。

ヒマラヤの南斜面
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